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CVIT2023　SDGs for Intervention特集

はじめに

　今回CVIT2023において、インターベ

ンションのSDGsの重要なテーマの1つと

してVulnerable plaque（VP）を取り上

げ、丸一日どっぷりとVPに浸かって頂く

プログラムを用意している。

　ご存じのように虚血性心疾患は、薬物

療法やインターベンション治療の大きな

進歩にも関わらず、世界中で非常に高い

罹患率、死亡率を呈する疾患の1つであ

る。我々はこれまでに、急性冠症候群

（ACS）の原因となりうるような、脆弱性

が高く、進行の速いプラーク（いわゆる

ハイリスクプラーク）を、侵襲的、非侵襲

的に評価し、流体力学を含めた包括的な

アプローチにより、高い予知力をもって

同定することを目標としてきた。その診

断には、一般的に冠動脈CT、血管内超音

波検査（IVUS）や光干渉断層法（OCT）等

の画像診断技術が用いられ、その治療に

は抗血小板療法・スタチン等の薬物療法

やバルーン治療やステント留置術等が行

われているのが現状である。しかしなが

ら、それらの診断陽性的中率は良くても

50％前後に過ぎないことから、今後はマ

ルチモダリティを互いに補完させて、

ACSの根本原因を総合的に理解すること

で、更なる発展と予知力向上が期待され
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VP（Vulnerable Plaque）

ており、本シンポジウムが、今後のVP診

断と治療において何らかの道標となるこ

とを願っている。
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プログラム全容

　当日のプログラムの全容を図1に示す。

まずは皆様にVPの基礎から学びなおして

頂きたいと考えている。セッション最初

のテーマは「Plaque ruptureを深掘りす

る！」である。ACSは、その機序として

Plaque rupture、Plaque eros ion、

Calcified noduleが知られているが、それ

ぞれを深掘りしながら、今何が分かって

いて、残された課題は何なのかを明らか

にしていく。
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